
 

No.創出-共-1 植栽基盤の厚さ・広さ 
 
技術の目的 
植栽樹木に応じた適切な植栽基盤の広さ・厚さを確保することで、グリーンインフラとしての機能を
発揮できる健全な樹木の生育を促す。 

導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
   
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．植栽基盤に関する主な配慮項目出典 1 

 健全な植栽基盤の整備に当たり配慮すべき事項には以下のようなものがある。 
 

表 植栽基盤整備に当たり配慮すべき事項 
有効土層の確保 排水良好な下層基盤整備 

透水性・保水性良好な土壌の使用 
植栽基盤の最大化 樹木の生育を考慮した植栽基盤整備 

根系誘導耐圧材使用による拡大 
樹木の生長を阻害しない縁材の検討 

植栽基盤の連続化 植栽基盤の連続化を図る 
保護材や平板敷による基盤の連続化 

 
2．植栽基盤の構造と範囲出典 2 
 植栽基盤は、「有効土層」「排水層」から構成される。 
 成長後の樹木のサイズに合わせて、適切な大きさの植栽基盤を設置することが望ましい。 
 

有効土層 一定の養分や水分を含み、物理的・科学的に根の伸長を妨げる条件が
小さく、根が容易に伸長できる土の層 

排水層 
有効土層の底部で水が停滞しないように透水または排水される状態
にある部分で、有効土層の下部分が透水性不良の場合などにこの層の
整備が必要となる。 

 
3．樹高別の植栽基盤の厚さの目安 
 植物の生育に必要な根の広がるスペースと土壌水分を維持するためには、土壌の厚さ（量）によって
植栽できる植物は異なる。 

 
表 緑化種別土壌の厚さの目安（屋上など人工地盤緑化の場合）出典３・４ 

緑化 
種別 

芝生 
（5∼10cm） 

草本 
(10～60cm) 

低木 
(60∼120cm) 

中木 
(120∼200cm) 

高木 
(200∼400cm) 

菜園 

土壌 
厚さ

（有効
土層） 

10 ㎝ 15～20cm 25cm 30cm 
40cm 
以上 

30∼40cm 

 
 

 
  



 

4．根系誘導耐圧材による植栽基盤の拡大 
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【道路植栽など舗装にかこまれた植栽地】通常は根が伸長しづらい舗装の路床部に根系誘導
耐圧材を使用することで根が成長できるスペースを確保し、樹木の健全な生育を促す。ま
た、根による舗装の持ち上げを防ぐ出典 1 

 

基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

―（樹木の健全な生育のための基本的な技術であるため） 
注）◎：各基本指針の主要な機能として期待される項目、○：各基本指針の副次的な機能として期待される項目 

 

期待される効果 

環境 防災 福祉・教育 地域振興 商業・観光振興 

ヒ
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の
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水
質
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災
害
（
火
災
・
水
害
な
ど
）
の
軽
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災
害
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援
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―（樹木の健全な生育のための基本的な技術であるため） 

 


